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議録：令和 4 年度 第 1 回明知鉄道沿線地域公共交通活性化協議会（要旨） 

 

日時：令和 4 年 6 月 1 日（水) 11：20～13：24 

場所：明知鉄道列車内（往路：恵那発 11:20～明智着 12：10） 

              （復路：明智発 12:34～恵那着 13：24） 

 

1. 開会 

○ 事務局：本協議会規約第 7 条第 2 項（協議会員出席者 12/18 人中）の規定により会議は

成立していることを宣言。 

○ コロナ感染防止対策のため、会議を非公開とすること、オンライン参加あることの報告 

○ 本会議の任期は、令和 4 年 3 月 31 日までの 2 年間であり、現在、正副会長が不在である

ため、正副会長選任までの間、事務局で会議進行することの報告。 

 

2. 役員選任 

○ 事務局：本協議会規約第 6 条の規定に基づき、会長及び副会長を選任する必要がある。こ

れまでの例にならい、会長を恵那市の部長、副会長を中津川市の部長と、事務局から提案。 

○ 委員：異議なし 

○ 会長・副会長：あいさつ。 

○ 事務局：新メンバーで 1 回目の会議であり、他委員からも自己紹介を依頼する。 

 

3. 協議事項 

○ 会長：協議事項 1 について事務局に説明を求める。 

○ 事務局：令和３年度事業報告並びに収支決算報告について（資料１）、説明。 

○ 会長：監事に監査報告求める。 

○ 監事：令和４年５月１９日監査を実施し、適正に執行されていることを報告。 

○ 会長：ご意見はあるか。意見なく、承認を求める。 

○ 委員：意義なく承認 

 

○ 会長：協議事項 2 について事務局に説明を求める。 

○ 事務局：令和４年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について（資料 2）、説明。 

○ 会長：岐阜県公共交通課の佐藤課長に意見を求める。 

○ 岐阜県：重点的に取組む事業の内、モードを跨いだ運賃設定について、本年度の進め方を

教えてほしい。 

○ 事務局：昨年度、運賃配分の設定は民間企業の経営にも関わるため困難だった。本年度は

一日フリーパスなどについて、できるところから事業者の協力を得ながら進める計画である。 

○ 会長：他に意見はあるか。意見なく、承認を求める。 
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○ 委員：意義なく承認 

 

○ 会長：協議事項３について事務局に説明を求める。 

○ 事務局：恵那市地域内フィーダー系統確保維持計画について（資料３）、説明。 

○ 会長：岐阜運輸支局の宮川首席運輸企画専門官に意見を求める。 

○ 岐阜運輸支局：計画に基づいて進めていただきたい。 

○ 会長：（リモート参加の）名古屋大学の加藤教授に意見を求める。 

○ 名古屋大学：後ほど、まとめて意見したい。 

○ 会長：他に意見はあるか。意見なく、承認を求める。 

○ 委員：意義なく承認 

 

○ 会長：協議事項４について事務局に説明を求める。 

○ 事務局：明知鉄道生活交通改善事業計画について（資料 4）、説明。本会議に出席の明知鉄

道の渡辺専務に補足意見を求める。 

○ 明知鉄道：補足説明。 

○ 会長：中部運輸局鉄道部計画課の小中課長に意見を求める。 

○ 中部運輸局：計画に基づいて進めていただきたい。 

○ 会長：他に意見はあるか。意見なく、承認を求める。 

○ 委員：意義なく承認 

 

○ 会長：協議事項は終了したが、名古屋大学の加藤教授より意見をお願いしたい。 

○ 名古屋大学：4 協議事項については問題ない。が、協議事項３の協議会開催状況は、一部省

略としても問題ないと思う。 

 

4. その他 

○ 会長：4 協議事項はすべて終了したので、進行を事務局に返す。 

○ 事務局：一つ目、高齢者の移動支援（7/2 からのワクチン集団接種無料乗合送迎）を実施し

ていることに紹介。二つ目、昨年度、東濃鉄道(株)より、営業路線の明智線について支援の

申し出があり、当路線が 2 市にまたがることから岐阜県を中心に存続できるように調整を進

めていることの報告。本会議に出席している東濃鉄道(株)の田中副本部長に意見を求める。 

○ 東濃鉄道：弊社が運行する路線バスの明智線は、国と県から補助金を受けながら、運行を続

けているが、赤字額の増加が続き運行の継続が非常に厳しくなったため、支援を申し出た。

現在、岐阜県、恵那市、瑞浪市と調整をしている。運行継続できるようにしたい。ご理解ご協

力をお願いしたい。 

○ 事務局：第 1 回明知鉄道沿線地域公共交通活性化協議会を閉会する。 

 


